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 計算機実験を行い，従来の手法と本研究の手法で生成したそれぞれの CL データおよび工作機
械の制御用コードである NC データを比較したところ，CL データにおける工具姿勢の変化量およ
び NC データにおける各駆動軸の動作量が軽減されることを確認した． 
加工実験を行った結果，全て機械の可動範囲内で動作し，工具が干渉することなく，連続的な
工具姿勢で加工可能であることを確認した．以上の結果から，本研究の手法の有効性を確認する
ことができた． 
 
